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第 21 ロ 日本臨床救急医学会総会・学術集会開催にあたり

第 21回 日本臨床救急医学会総会・学術集会

会長 中川 隆
愛知医科大学 名誉教授/常滑市民病院

第 21回 日本臨床救急医学会総会・学術集会を 2018年 5月 31日 (木)～ 6月 2日 (土 )に名古屋国際会
議場において開催するにあたりご挨拶申し上げます。

本学会の会員数は今や 4,000名 に達する状況であり,職種は医師,看護師,そ して薬剤師,診療放射線技
師,臨床検査技師,ソ ーシャルワーカー (SW)等々の医療機関で日々連携が欠かせないコメデイカルスタッ
フ,そ して消防・救急,医療・保健行政関係者など多岐にわたります。救急医療を支えるあらゆる職種が一
堂に会し,日 頃の成果を発表し知識・情報の共有を図るため,毎年多くの会員が集います。
今回の学術集会のテーマは「救急医療のこれまでと これから」としました。救急医療の目指すところは,

突然の疾病・ケガに苦しむ傷病者が,時機を逸することなく適切な治療を受け,救命はもちろんのこと,後
遺症を最大限回避し社会に復帰できることです。

しかしながら昨今の超高齢社会などの社会情勢を背景に,救急医療のあるべき姿は大きく変わろうとして
います。当面の重要課題として,増加の一途をたどる救急車出動件数,救急現場での救急隊による終末期傷
病者の心肺蘇生対応,地域包括ケアシステムの入口を担う救急医療のあり方,な らびに出口問題としての社
会の受け皿の課題など,私たちはより良い解決の糸口を探る努力が求められています。
本学術集会では全国の救急医療関係者が 最新の科学的根拠や貴重な経験に基づく知見を広く伝え「これ
まで」を振返 りつつ,「 これから」についての議論を深める機会にしたいと考えています。

お陰さまで約 800題の演題応募をいただき, さらに指定演題と招聘演者等を加えると約 960題 となリシン

ポジウム 11セ ッション,パ ネルディスカッション21セ ッション, ワークショップ 5セ ッション, さらに教
育講演や専門医講習に加え,一般演題 (口演,ポスター発表)は 730演題となりました。これもひとえに会
員各位のご支援の賜と厚 く御礼申し上げます。

「特別講演」として参議院議員 丸川珠代氏とジャーナリス ト長谷川幸洋氏にご講演をお願いいたしまし

た。政治家,ジ ャーナリスト各々の立場で,緊張が高まり混迷する世界情勢,国内に目を向ければ少子高齢
化,人口減少など喫緊の課題が山積しており,救急医療に日々追われる私たちも無関心ではいられない興味
深いお話をいただけるものと期待しています。

さらに「シリーズ 行政の現場から学ぶ」と題し,東海北陸厚生局長 堀江裕氏と常滑市副市長 山田朝夫氏
に行政の立場から,地域に密着した施策のあり方を軸とした豊かな経験に基づいたお話をいただきます。救
急医療を担う皆さまにとって,行政,消防,地域住民との調和を今一度考えるにあたり,大 きなヒントとな
るものと思います。

シンポジウム,パネルデイスカッションについても,救急医療に限らず,災害医療にも踏み込んだテーマ
を設定しました。救急医療と災害医療は似て非なるものとよく言われますが,両者の線引きは明確なもので
はない場合もあり,日 本災害医学会 (旧 日本集団災害医学会)と 共同セッションも企画しました。参加者
の皆さまにとって,一層大きな関心を持ってご参加いただけるものと思います。
本学術集会が熱い討論の場となりますよう多くの皆さまのご参加をお待ち申し上げます。名古屋で皆さま

とお会いできることを心待ちにしています。

2018年 4月 吉日
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日本臨床救急医学会 歴代会長

開催回 会 長 所 属 開催期間 会場

第 1回 小濱 啓次 川崎医科大学 救急医学 1998年 6月 1～ 2日 岡山

第 2回 加来 イ言雄 久留米大学医学部 救急医学 1999年 4月 20～ 21日 福岡

第 3回 小林 國男 帝京大学医学部 救命救急センター 2000年 4月 27^V28日 東京

第 4回 野口  宏 愛知医科大学医学部附属病院 高度救
命救急センター

2001年 4月 26～ 28日 愛矢□

第 5回 鈴木  忠 東京女子医科大学 救急医学講座 2002年 4月 25～ 27日 東京

第 6回 山中 郁男 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 2003年 4月 23～ 24日 横浜

第 7回 杉山  貢 横浜市立大学医学部附属市民総合医療
センター

2004年 5月 14～ 16日 横浜

第 8回 有賀  徹 昭和大学医学部 救急医学 2005年 4月 29^ヤ 30日 東京

第 9回 遠藤 重厚 岩手医科大学 高度救命救急センター 2006年 5月 11～ 12日 岩手

第 10回 石丼  昇 神戸大学医学部附属病院 救急部 2007年 5月 17～ 18日 兵庫

第 11回 野口 英一 東京消防庁 救急部長 2008年 6月 フ～ 8日 東京

第 12回 横田順―朗 市立堺病院 2009年 6月 11～ 12日 大阪

第 13回 大橋 教良 帝京平成大学 現代ライフ学部 2010年 5月 31日～ 6月 1日 干葉

第 14回 浅井 康文 2011年 6月 3～ 4日 札幌

第 15回 木下 順弘 熊本大学大学院 生命科学研究部 侵
襲制御医学分野

2012年 6月 16～ 17日 熊本

第 16回 丹正 勝久 日本大学医学部 救急医学系 救急集
中治療医学分野

2013年 7月 12～ 13日 東京

第 17回 鈴川 正之 自治医科大学医学部 救急医学/自治
医科大学附属病院 救命救急センター 2014年 5月 31日

～ 6月 1日 栃木

第 18回 奥寺  敬 富山大学大学院危機管理医学 2015年 6月 4～ 6日 富山

第 19回 モ
=~多
さ

同 宮 雄三 福島県医師会 2016年 5月 12～ 14日 福島

第 20回 坂本 哲也 帝京大学医学部 救急医学講座 2017年 5月 26～ 28日 東京

第 21回 中川  隆 愛知医科大学 2018年 5月 31日 ^ψ 6月 2日 愛矢□
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第 21回日本臨床救急医学会総会・学術集会 開催概要

テーマ :救急医療のこれまでと これから

△

長 :会 長 中川  隆 (愛知医科大学 名誉教授/常滑市民病院)
副会長 武山 直志 (愛知医科大学病院 救命救急科 教授)
副会長 松月みどり (愛知医科大学 看護学部)

会   期 :2018年 (平成 30年)5月 31日 (本 )・ 6月 1日 (金)・ 6月 2日 (土 )

会   場 :名古屋国際会議場 (愛知県名古屋市熱田区熱田西町 1番 1号 )

大 会 HP:httpi//www.congrecojp/isem21/

後   援 :総務省消防庁,厚生労働省,愛知県,名古屋市,全国消防長会
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主 要 プ ロ グ ラ ム

■ 会長講演

6月 1日 9:20ヘン10:00 第 1会場

■ 特別請演

1.6月 1日

「救急医療のこれまでとこれから」

=¬ △
「]Jム

愛知医科大学 名誉教授/常滑市民病院 中川  隆
和歌山県立医科大学 救急集中治療医学講座 加藤 正哉

13:30～ 14:30 第 1会場

「2020年以降の救急医療体制について」

=ヨ △口」7ヽ

2.6月 2日

参議院議員 丸川 珠代
愛知医科大学/常滑市民病院 中川  隆

第 1会場13:20ヘン14:20

「激動する世界～日本の針路を考える～」

口J7ヽ

■ シリーズ 行政の現場から学ぶ

1,6月 1日          10:00～ 10:40

株式会社オフィス・トゥー・ワン 長谷川幸洋
医療法人 医誠会 医誠会病院 救急診療センター 丸川征四郎

第 1会場

「地域包括ケアシステムについて,防災,減災を明示的に意識した地域社会での
相互支援の取組の重要性の考察と,そのためのモデルづくりについての提案」

厚生労働省 東海北陸厚生局 堀江  裕
司会                   愛知医科大学/常滑市民病院 中川  隆

2.6月 2日 14:20～ 15:00 第 1会場

「『流しの公務員』赤字病院を立て直す～市民と共に創り育てる常滑市民病院～」
常滑市 副市長 山田 朝夫

司会                         常滑市民病院 深田 イ申二
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■ 教育講演

1.6月 1日 9:20～ 10:20 第 3会場

「傷病者の意思に沿つた救急現場での心肺蘇生のあり方と死生観について」

「人生の最終段階にある傷病者の意思に沿つた救急現場での

心肺蘇生等のあり方に関する提言について」

救急救命東京研修所

「心肺蘇生を望まない傷病者の意思に沿つた救急現場対応における

法的・倫理的考え方」
医療法人 医誠会 医誠会病院 救急診療センター

司会          自治医科大学附属さいたま医療センター 救急部

3.6月 1日 14:40～ 15:40

田邊 晴山

丸川征四郎

守谷  俊

2.6月 1日 13:40～ 14:20 第 4会場

日本災害医学会共同セッション

「災害医療体制のこれまでとこれから」

独立行政法人 国立病院機構 災害医療センター 近藤

司会                東海学園大学 教育学部 教育学科 野口
久禎

宏

第 6会場

「救急統計を始める前に～解析準備の効率化をめざして～」
国士舘大学大学院 救急システム研究科/
国士舘大学体育学部 スポーツ医科学科

司会         岐阜大学大学院医学系研究科 救急・災害医学分野

4.6月 1日 15:40～ 16:40

田久 浩志
豊田  泉

第 6会場

「施設環境から見た患者安全」

口」ム

5.6月 1日

工学院大学建築学部

独立行政法人 国立病院機構 災害医療センター

覚  淳夫
小井土雄一

16:40～ 17140 第 6会場

「チーム医療を支える多職種連携教育の実践

～医療系学部を有さない薬学部における他の医療系学部との連携～」

名城大学薬学部 病態解析学 I

司会          愛知医科大学医学部 シミュレーションセンター
野田 幸裕
川原千香子
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6.6月 2日 9:00●ヘン10:00 第 6会場

日本災害医学会共同セッシヨン
「災害看護の今までとこれから」

=ヨ △口」7ヽ

ア.6月 2日

国際医療福祉大学大学院 災害医療分野

愛知医科大学病院 高度救命救急センター

石井美恵子

川谷 陽子

13:20～ 14:20 第 6会場

「地域包括ケアにおけるアドバンス・ケア・プランニング

～救急搬送時の心肺蘇生の壁をどう乗り越えるか～」

レモン介護サービス

半田市立半田病院

国立長寿医療研究センター

新潟大学医学部 災害医療教育センター

大城 京子
杉浦真沙代

西川 満則
和泉 非5彦口」7、

■ 臨床検査領域講習

1.5月 31日 15:00●ヘン16:00 第 8会場

「救急診療における臨床検査はどう変わつたか～緊急検査から救急検査へ～」
ファルコバイオシステムズ 草津総合病院ラボラトリー/

日本救急検査技師認定機構 福田 篤久
司会                日本医科大学付属病院 臨床検査部 柴田 泰史

2.6月 2日 13:20～ 14:20 第 2会場

「現場から始まる救急医療～臨床検査技師とのコラボレーション～」
日本医科大学付属病院 高度救命救急センター 新井 正徳

座長             大阪府三島救命救急センター 医療技術部 竹下  仁

■ 救急科領域講習

1.6月 1日 9:20～ 10:20 第 2会場

「血液浄化療法中の抗菌薬投与と栄養療法の基本的考え方」
藤田保健衛生大学医学部 麻酔・侵襲制御医学講座/

藤田保健衛生大学病院 集中治療部 西田
座長          千葉大学大学院 医学研究院 救急集中治療医学 織田

1多
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2.6月 1日 11 :20～ 12:20 第 2会場

「敗血症診療  Beyond the guidelines」

座長

名古屋市立大学大学院医学研究科 先進急性期医療学

大阪大学医学部附属病院 高度救命救急センター

松嶋 麻子
小倉 裕司

■ 診療放射線技師領域講習

6月 2日 14120～ 15:20 第 2会場

「救急症例における対応と画像再構成」

口」7ヽ

名古屋第二赤十字病院 医療技術部放射線科

愛知県厚生連 海南病院 放射線技術科

10:40～ 12:10

大保

住田

勇

知隆

■シンポジウム

1.6月 1日 第 1会場

「2025年問題 高齢化社会における救急医療各施設の現状と取 り組み 1」
座長                         堺温心会病院

医療法人社団 親樹会 恵泉クリニック

定光 大海
太田 祥一

2.6月 1日 15:00～ 16:30

「2025年問題 高齢化社会における救急医療 地域の現状と取り組み2」
座長                            筑波大学 井上 貴昭

名古屋市立大学大学院医学研究科 先進急性期医療学 松嶋 麻子

3.6月 1日 16:30～ 18:00 第 1会場

「救急病院における不応需対策」
座長 横浜市立市民病院 救命救急センター 伊巻

名古屋第二赤十字病院 救命救急センター 救急科 稲田
尚平

真治

4.6月 1日 10:20～ 11 :50 第 3会場

「傷病者の意思に沿つた救急現場での心肺蘇生等のあり方と死生観について」

座長  大阪急性期・総合医療センター 高度救命救急センター 救急診療科 藤見  聡
自治医科大学附属さいたま医療センター 救急部 守谷  俊
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5.6月 1日 13:40´-15:10 第 3会場

「地域包括ケアシステムと救急医療 1」

座長

6.6月 1日

東京都医師会 猪口 正孝
医療法人社団 親樹会 恵泉クリニック 大田 祥一

15:10´-16:40 第 3会場

「IC∪ における早期リハビリテーション」
座長           地方独立行政法人りんくう総合医療センター・

大阪府泉州救命救急センター

和歌山県立医科大学付属病院 リハビリテーション部

7.6月 1日 10:50～ 12:20

松岡 哲也
上西 啓裕

第 4会場

「東京オリンピック 0パラリンピック」
座長

8.6月 1日

大阪市立大学大学院医学研究科 救急医学

東京消防庁 参事/救急管理課

溝端 康光
緒方  毅

14:20～ 15:50 第 4会場

日本災害医学会共同セッション
「南海トラフ地震に備えて」

座長

9.6月 2日

国立病院機構 災害医療センター

名古屋液済会病院 救命救急センター

近藤

北川

久禎

喜己

15:00～ 16:50 第 1会場

市民公開講座

「災害時の病院機能強靭化を図る他業種との BCP～事業連合体形成の必要性」
座長                独立行政法人 労働者健康安全機構

戸田中央医科グループ (TMG)医療法人横浜柏堤会

10.6月 2日 10:30～ 12:00

有賀  徹
野口 英一

第 3会場

「地域包括ケアシステムと救急医療 2」

座長          日本医科大学大学院医学系研究科 救急医学分野

仙台市消防局 警防部 救急課

横田

『可音Б

裕行

和彦
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